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塩
田
知
事

が
就
任
し
、
ひ

と
月
余
り
が
過

ぎ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対

策
、
経
済
対
策
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
る
県
政
だ
が
、
斬
新
な
発

想
で
県
民
や
職
員
の
意
見
を
幅
広

く
聞
き
、説
明
責
任
を
果
た
し
、公

約
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
▼
国
体
・
大
会

の
延
期
時
期
も
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
が
、早
速
、内
定
の
佐
賀
県

を
訪
問
、
滋
賀
県
知
事
と
の
会
談

な
ど
環
境
を
整
え
、
23
年
開
催
で

決
ま
り
そ
う
だ
。
内
々
定
の
県
も

１
年
延
期
と
な
り
、様
々
な
影
響
は

あ
る
が
、配
慮
い
た
だ
い
た
こ
と
は

有
難
い
。
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会

の
成
功
に
向
け
、県
民
全
体
で
盛
り

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼

と
こ
ろ
で
、８
月
に
垂
水
市
新
庁
舎

移
転
建
設
の
賛
否
を
問
う
住
民
投

票
が
行
わ
れ
、「
反
対
」
が
多
数
と

な
り
、市
長
は
計
画
を
白
紙
に
戻
し

た
。
自
治
体
の
拠
点
の
あ
り
方
に
、

市
民
の
意
見
は
二
分
し
た
。
今
後
、

60
年
過
ぎ
た
庁
舎
の
取
扱
い
で
難

し
い
判
断
が
求
め
ら
れ
る
が
、民
意

を
尊
重
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る

▼
一
方
、知
事
の
公
約
に
「
川
内
原

発
の
20
年
延
長
は
、必
要
に
応
じ
て

県
民
投
票
を
実
施
す
る
」
と
あ
る
。

賛
否
あ
る
課
題
に
つ
い
て
、県
民
の

意
向
を
問
う
の
は
民
主
的
な
手
法

だ
。
知
事
の
対
応
に
注
目
し
た
い
。

「働き方改革のポイント・求められるリーダー像」 
「労働者福祉事業の歴史・原点・役割」について学ぶ

2020年度労福協次世代人材育成研修会

　

鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
９
月
５
日

（
土
）、ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島
で
「
労
働

運
動
や
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
に
対
す
る
理
解

や
関
心
を
高
め
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、次
世

代
人
材
育
成
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
も

踏
ま
え
、従
来
よ
り
も
参
加
人
数
を
抑
え
39
人
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、社
会
保
険
労
務
士
法
人
サ
フ
ィ
ー
ル
代

表
者
の
社
会
保
険
労
務
士
児
玉
里
美
氏
か
ら
、働下町理事長あいさつ

き
方
改
革
関
連
法
実
施
の
背
景
と
現
状
、

改
革
の
目
的
・
ポ
イ
ン
ト
、リ
ー
ダ
ー
に

求
め
ら
れ
る
資
質
な
ど
に
つ
い
て
説
明
・

提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

働
き
方
に
つ
い
て
は
「
主
体
性
を
持
つ
こ

と
」、働
き
方
改
革
は「
生
産
性
改
革
」、「
生

産
性
」
を
高
め
る
の
に
効
果
的
な
の
が

「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
」、労
働
生
産
性

を
上
げ
る
た
め
に
は
「
賃
上
げ
と
人
材

育
成
」
が
必
要
、働
き
方
改
革
関
連
法
の

柱
は
７
つ
「
残
業
時
間
の
上
限
規
制
・

原
則
１
カ
月
45
時
間
・
１
年
３
６
０
時

間
」「
有
給
休
暇
取
得
の
義
務
化
・
有
給

休
暇
年
10
日
以
上
あ
る
労
働
者
の
５
日

取
得
を
企
業
に
義
務
付
け
」「
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
」「
割
増
賃
金
率
の

猶
予
措
置
廃
止
・
残
業
時
間
月
60
時
間

超
の
割
増
率
50
％
・
中
小
企
業
は
２
０

２
３
年
４
月
実
施
」「
産
業
医
の
機
能
強

化
」「
同
一
労
働
同
一
賃
金
・
正
社
員
と

非
正
規
社
員
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁

止
」「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の

創
設
」、リ
ー
ダ
ー
の
４
要
件
と
し
て
「
現

状
を
あ
り
の
ま
ま
に
把
握
」
し
て
い
る
こ

と
、「
大
き
な
夢
」を
持
っ
て
い
る
こ
と
、「
行

動
に
踏
み
出
す
」
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

「
目
標
達
成
ま
で
や
り
き
る
力
」
が
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
の
提
案
・
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
先
人
の
教
え
と

し
て
「
や
っ
て
み
せ
、言
っ
て
聞
か
せ
て
、

さ
せ
て
み
せ
、ほ
め
て
や
ら
ね
ば
人
は

動
か
じ
」「
話
し
合
い
、耳
を
傾
け
、承

認
し
、任
せ
て
や
ら
ね
ば
、人
は
育
た

ず
」「
や
っ
て
い
る
、
姿
を
感
謝
で
見

守
っ
て
、信
頼
せ
ね
ば
、人
は
実
ら
ず
」

と
の
紹
介
も
あ
り
、率
先
垂
範
、相
互

理
解
・
信
頼
・
承
認
・
感
謝
と
相
手

へ
の
敬
意
を
払
う
こ
と
が
肝
要
だ
と
の

示
唆
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
・
考
え
方
、職
業

生
活
・
職
場
運
営
等
に
大
い
に
役
立

つ
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
州
ろ
う
き
ん
か
ら
は
、
赤
﨑
聡

鹿
児
島
県
本
部
業
務
推
進
課
代
理
よ

り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
交
え
、「
未
来
予
想
図
を

描
く
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
と
題
し
、ろ
う

き
ん
の
制
度
・
商
品
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、生
活
の
設
計
・
防
衛
・
改
善
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の
提
案
・
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
く
み
ん
共
済coop

︿
全
労
済
﹀

か
ら
は
、小
林
優
気
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児

島
団
体
推
進
課
担
当
よ
り
、こ
く
み
ん

共
済coop

︿
全
労
済
﹀
の
役
割
と
題

し
、ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
生

活
保
障
設
計
の
必
要
性
に
つ
い
て
提

案
・
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
労
福
協
か
ら
は
、
片
野
田

専
務
理
事
よ
り
「
労
働
組
合
と
生
協

が
協
力
し
て
『
福
祉
は
ひ
と
つ
』
の

合
言
葉
で
設
立
し
た
労
福
協
の
歴
史
」

「
労
福
協
・
労
働
組
合
・
生
協
が
母
体

と
な
っ
て
創
り
上
げ
た
ろ
う
き
ん
・
こ

く
み
ん
共
済coop

︿
全
労
済
﹀
の
歴

史
と
特
徴
」「
労
働
組
合
と
協
同
組
合

の
協
働
」「
と
も
に
運
動
す
る
主
体
と

し
て
の
取
り
組
み
の
必
要
性
」
等
に
つ

い
て
、提
案
・
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。



（2）労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217第 7１8 号
20２０年９月15日

九州ろうきんでは、2020年8月より「かんたん相談フォーム」を新設しました。「かんたん相談フォーム」は、
『お客さま』と『ろうきん』をつなぐ相談フォームです。スマホやパソコン、アプリから、いつでもどこでもご
相談いただけます。住宅ローンやくるまのローン、つみたてNISAや投資信託の資産形成など、みなさまのご
相談を受け付けております。たくさんのご利用をお待ちしています。

　
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｊ-

Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
Ｐ
ａ
ｙ
」
に
続
き
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
も
、
ろ
う
き
ん
口
座

か
ら
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
は
、登
録
ユ
ー
ザ
ー
数
３
，０
０
０
万
人
、

利
用
で
き
る
お
店
は
２
３
０
万
カ
所
以
上
と
国
内
最
大
の
ス
マ
ホ
決
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
セ
ブ
ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
入
金
で
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
方
は
、
ろ
う
き
ん
口
座
の

登
録
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
チ
ャ
ー
ジ
の
都
度
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
行
か
な
く
て
も
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
素
早
く
で
き
る
の
が
、
最
大
の
利
点
で
す
。
す
で
に
他
の
金
融
機
関
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で

も
ろ
う
き
ん
口
座
の
追
加
登
録
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

く
わ
し
く
は
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://paypay.ne.jp/

）
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

『
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
』
に

ろ
う
き
ん
口
座
か
ら
チ
ャ
ー
ジ

いつでも、どこでも、お気軽にご相談を�
「かんたん相談フォーム」をご利用ください。

≪「5,000万人ユーザー」を検索してみると？≫
　「5,000万人ユーザー獲得までにかかった時間」という

タイトルで、テレビは22年、コンピューターは14年、イン

ターネットは7年かかったが、Facebookは3年、Twitter

は2年、ポケモンGoに至っては19日であったというデータ

が掲載されています。

　「携帯電話」「インターネット」「クレジットカード」「SNS」

という4つのインフラが整備されているから、最速で普及

をもたらしていることが見て取れます。



（3） 労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217 第 7１8 号
20２０年９月15日

『
２
０
２
０
年
度
教
育
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
が
ス
タ
ー
ト
�

　九州ろうきんでは、10月１日より「2020年度教育ローンキャ
ンペーン」をスタートします。日本政策金融公庫の調査により
ますと、2019年度の高校入学から大学卒業までに必要な入在学
費用は子供１人あたり939万円となっており、世帯年収に占める
在学費用の割合は平均16.3％となっています。なかでも、年収
が200万円以上400万円未満の層では、平均負担割合が37.5％と

年収の３割以上を占めており、勤労者の教育費用に関する家計への負担は決して軽くはありません。
また、教育費の捻出方法では、「奨学金を受けている（17.6％）」が、「民間金融機関の教育ローンの
借り入れしている（3.1％）」を大きく上回っているものの、日本学生支援機構の調査では、「現在、
奨学金の返済が負担になっている」と回答している返還者の割合は71.7％となっており、将来の生
活設計に影響を及ぼしています。
　このような状況の中、勤労者や奨学金返還者の家計負担を軽減するために、特別金利の教育ロー
ンキャンペーンを10月１日～2021年４月30日の期間、実施します。また、奨学金返還者の家計負担
を軽減するための教育ローン借換専用『つなぐ（※2021年３月31日まで）』も準備しています。
　くわしくは、九州ろうきんのホームページ、または、最寄りの各支店までお気軽にご連絡・ご相
談ください。

楽しいパソコン教室のご案内
（鹿児島地区）
開催日：2020年10月3日（土）
　　　　Word入門（初　級）Excel入門（初　級）
　　　　10月4日（日）
　　　　Word入門（実務編）Excel入門（実務編）
開催時間：10時～16時（休憩60分／昼食各自）
会　場：�アエールプラザ2階第2研修室（鹿児島市中央

町22-16）
定　員：各日12人（先着順）※勤労者（OB含む）ならどなたでも
（鹿屋地区）
開催日：2020年10月24日（土）
　　　　オリジナルのフォトアルバムを作ろう！

　　　　～パワーポイント編～
　　　　10月25日 （日）
　　　　電子メールを活用しよう～基礎・応用編～
開催時間：10時～15時（休憩60分／昼食各自）
会　場：有限会社ケイダブルエス

（鹿屋市大浦町14173-1）
定　員：各日15人（先着順）※勤労者（OB含む）ならどなたでも
問い合わせ先　（一社）鹿児島県労働者福祉協議会
　　　　　　　☎099-254-3832（平日９時～17時）



（4）こくみん共済 coop ＜全労済＞第 7１8 号
2020年９月15日

　

こ
く
み
ん
共
済 coop 

は
２
０
２

０
年
８
月
25
日
（
火
）
に
「
第
１
３

２
回
通
常
総
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
出
席
者
を

縮
小
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度
計
画

経
過
報
告
お
よ
び
２
０
２
０
年
度
計

画
設
定
な
ど
の
諸
議
案
を
採
択
し
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
行

動
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
２
０
１
９
年
６
月
か

ら
新
し
い
姿
を
表
す
愛
称
「
こ
く
み

ん
共
済 coop

」
の
使
用
を
開
始
し
、

「
た
す
け
あ
い
の
輪
を
む
す
ぶ
」
を

合
言
葉
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
約
２
０
６
万

件
、
合
計
３
３
３
７
億
円
の
共
済
金

を
お
支
払
い
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

に
お
役
立
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
た
す
け
あ
い
の
輪
を

む
す
ぶ
活
動
を
重
ね
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
へ
安
心
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。

挨拶をする
廣田政巳理事長

こ
く
み
ん
共
済 co

o
p
 

第
１
３
２
回
通
常
総
会
を
開
催

～ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
行
動
宣
言
を
特
別
ア
ピ
ー
ル 

～

２０１９年度の事業に関する主な取り組みと特徴
　New-Zetwork（2018年度～2021年度中期経営政策）の２年目として「Zetworkスタイル」（お
役立ち発想と共創活動にもとづく新しい事業と運動）の構築と段階的実行を進めました。
■新しいブランドの展開
　〇�もっと愛され、親しまれる存在となるために、2019年６月から新しい姿を表す愛称「こくみ
ん共済 coop」の使用を開始し「たすけあいの輪をむすぶ」を合言葉に、さまざまな活動を
展開しました。

■商品・サービスの提供
　〇�組合員の声に応えて、こくみん共済・総合医療共済・せいめい共済をリニューアルしたほ
か、マイカー共済・個人賠償責任共済についても改定を行いました。

　〇�大規模災害への対応では、一日も早く共済金をお届けするため、全職員が一丸となって対応
しました。

■協同組合らしい社会課題解決への取り組み
　〇�たすけあいにあふれた社会をつくるため、たすけあいを啓発する「ENJOY たすけあい」を
開始しました。

　〇�子どもたちを交通事故から守るため「７才の交通安全プロジェクト」を実施。全国の児童
館などに横断旗（8．5万本）を寄贈しました。

　〇�「防災・減災活動」「環境保全活動」「子どもの健全育成活動」を柱に、さまざまな活動に取
り組み、地域貢献助成として、市民団体等79団体に総額1,965万円を助成しました。
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こくみん共済 coop 本部 地域貢献助成事務局
〒151-8571　東京都渋谷区代々木2-12-10
TEL：03-3299-0161（平日10時～17時　土・日・祝日を除く）
Eメール：90_shakaikouken@zenrosai.coop

　こくみん共済 coop は、豊かで安心できる社会をめざし
て「防災・減災活動」「環境保全活動」「子どもの健全育成
活動」を重点分野と位置づけ、積極的に地域社会へ貢献す
る活動を展開しています。
　その一環として、「人と人とがささえあい、安心して暮ら
せる未来へ」をテーマに、これらの活動の輪を広げて、安心
のネットワークをひろげていく取り組みを支援します。地
域で活動する皆さまからの多数の応募をお待ちしておりま
す。

＜お問い合わせ・応募書類提出先＞

　近年、全国の消費生活センター等に、「自宅に訪
問してきた業者から『台風で破損した屋根を共済
金（保険金）の範囲内で修理しないか。契約して
いる損害保険会社への申請は当社が代行する』と
勧誘された。信用できるか」などの問い合わせが
多く寄せられており、年々増加傾向にあります。
　今後も風水害等の自然災害が起こるたびに似たような事例が頻
発する可能性があることから、消費者被害の未然防止、拡大防止の
ため情報提供することにしました。

事例１　「解約すると言ったら、保険金の50％を請求された」
事例２　「代金を前払いしたのに着工してくれない」
事例３　�受け取った保険金が見積額より少なく、解約すると言った

ら調査料を請求された。
事例４　�保険金で修理できると勧誘され契約したが、契約書面を渡

されず、クーリング・オフにも応じない。 
事例５　�「保険金の範囲内で修理するから自己負担はない」など、「無

料」を強調して訪問販売等で消費者を勧誘し、「保険金の請
求を代行する」というサービスと住宅修理まで一連の契約
を結ばせようとしている。

引用：独立行政法人国民生活センターホームページ

謹
ん
で
台
風
被
害
の

　
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

　

こ
の
た
び
の
台
風
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
復
旧
さ
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
く
み
ん
共
済 coop
〈
全
労
済
〉

の
火
災
共
済
・
自
然
災
害
共
済
、マ

イ
カ
ー
共
済
に
ご
加
入
の
方
で
、
住

宅
・
家
財
、
お
車
の
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
は
、
下
記
に
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

～主な事例～

このような事例は、特に台風・地震・雪害等の自然災害発生後に
頻発する可能性がありますので、　十分ご注意ください。

「火災共済（保険）が使える」と誘う
住宅修理契約トラブルに
ご注意ください！

組合員の
皆さまへ
お知らせ

こくみん共済 coop 助成 検索

こくみん共済 coop 地域貢献助成 2020年募集のご案内
応募受付期間　2020年９月４日（金）～10月６日（火）

被災受付・連絡先（24時間受付）

※ホームページによる受付も
　行っております。

■建物等への被害に関する被災受付
　住宅損害受付センター
　ＴＥＬ　０１２０-１３１-４５９
■お車の被害に関する被災受付
　マイカー共済事故受付ダイヤル
　ＴＥＬ　０１２０-０８８９-２４

⇨

※�詳しくはホームページの応募要項を
　ご参照ください。
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セルフコンパッション
でうまくいく！

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

で
し
た
。
人
類
は
、
仲
間
外
れ

に
さ
れ
、
集
団
か
ら
追
放
さ
れ

れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
環
境
に
生

き
て
い
ま
し
た
。
現
代
は
、
周

囲
の
人
に
多
少
嫌
わ
れ
た
と
し

て
も
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
で
も
、
脳
に
は
「
人
に

嫌
わ
れ
る
と
生
き
て
い
け
な
く

な
り
、
危
険
だ
」
と
い
う
情
報

が
根
強
く
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

自
分
に
自
分
を
恥
じ
る
気
持

ち
が
あ
る
と
気
づ
い
た
ら
、
そ

れ
は
全
て
の
人
が
持
つ
感
情
で

あ
り
、
愛
さ
れ
た
い
願
い
か
ら

く
る
感
情
で
あ
る
こ
と
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
目

を
閉
じ
、
深
呼
吸
を
し
て
「
人

に
嫌
わ
れ
て
い
る
、
好
か
れ
て

い
な
い
と
思
う
の
は
つ
ら
い
よ

ね
。
で
も
大
丈
夫
。
脳
が
古
い

情
報
に
引
き
ず
ら
れ
て
過
剰
反

応
し
て
い
る
だ
け
。
今
の
あ
な

た
で
い
い
よ
」
と
自
分
に
優
し

い
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

す
る
と
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン

の
値
が
下
が
り
、
脳
の
脅
威
反

応
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
そ
の
後
は

冷
静
に
、
広
い
視
野
で
周
り
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
、
自
分
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
面
に
気
づ
き
、
最
善
の
対
処

策
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
回
線
使
用
料
の
み
）で
す
。

　

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
相

手
方
の
反
応
が
わ
か
る
ま
で
時
間

差
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
短
縮

で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
と
い
う
言
葉
を
知

り
ま
し
た
。
7
月
第
1
土
曜
日
「
国

際
協
同
組
合
デ
ー
」
の
記
事
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、生
協
コ
ー
プ
か
ご
し
ま

の
「
通
常
総
代
会
」
の
活
動
計
画
に

も
あ
り
ま
し
た
。「
17
の
目
標
」
は
、

わ
か
り
や
す
く
て
、少
し
ず
つ
取
り
組

め
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

 

（
出
水
市
・
女
性
）

フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
で
自
分
に
優
し

く
声
か
け
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。 

（
奄
美
市
・
女
性
）

　

労
働
問
題
で
の
悩
み
を
相
談
に

の
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

で
、
大
変
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

（
枕
崎
市
・
女
性
）

　

年
金
生
活
も
20
年
近
く
な
り
ま

し
た
。
ボ
ケ
防
止
に
と
娘
が
持
っ
て

き
た
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
自

宅
に
こ
も
る
毎
日
で
す
が
、日
々
楽

し
み
を
見
つ
け
な
が
ら
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

（
姶
良
市
・
女
性
）

　

劣
等
感
と
恥
は
、
厄
介
な

感
情
で
す
。
能
力
や
外
見
、

持
ち
物
、
性
格
、
学
歴
な
ど

を
他
者
と
比
べ
、
自
分
が

劣
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
人

は
そ
れ
を
恥
と
感
じ
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
？

　

実
は
、
恥
の
感
情
は
「
人

に
嫌
わ
れ
た
く
な
い
、
仲
間

外
れ
に
さ
れ
た
く
な
い
、
好

か
れ
た
い
、
愛
さ
れ
た
い
」

と
い
う
願
い
か
ら
生
ま
れ
ま

す
。
そ
れ
は
全
て
の
人
が
持

つ
願
い
で
、
人
類
の
進
化
の

中
で
そ
の
感
情
が
必
要
だ
っ

た
の
で
す
。

　

原
始
時
代
は
人
と
支
え

合
っ
て
集
団
生
活
を
営
む
こ

と
が
生
存
の
た
め
に
不
可
欠

⑥「恥」への対処法

電話リレーサービス
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
動

画
で
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
の
手
話
の

内
容
を
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
読
み
取

り
、
相
手
方
へ
音
声
で
伝
え
る
サ
ー

ビ
ス
。

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
遠
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
が

主
な
手
段
で
し
た
。

　

し
か
し
、
６
月
に
電
気
通
信
事
業

法
が
改
正
さ
れ
、「
公
共
イ
ン
フ
ラ
」

と
し
て
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
し

ま
す
。
利
用
料
は
無
料
（
イ
ン
タ
ー

読
　
者

か
ら
の

声

254

　

毎
月
、
か
ご
し
ま
労
働
者
福
祉
だ

よ
り
を
読
み
、
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ワ
ー
ド
の
『
ケ
ア
ラ
ー
』

を
始
め
て
６
年
目
。
81
歳
に
な
っ
た

母
は
、
昨
年
要
支
援
1
ま
で
回
復
い

た
し
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
卒

業
し
、フ
ラ
ダ
ン
ス
に
復
帰
‼　

嬉
し

い
限
り
で
す
。 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

噴
火
口
の
コ
ロ
ナ
の
記
事
に
は
共

感
し
ま
し
た
。
も
し
自
分
や
周
り

の
人
が
、
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

と
思
う
と
怖
い
で
す
。
早
く
前
の
よ

う
な
普
段
の
生
活
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

 

（
長
島
町
・
女
性
）

　

寝
苦
し
い
夜
、タ
イ
マ
ー
が
切
れ
た

扇
風
機
に
目
が
さ
め
る
毎
日
。
セ
ル
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北
薩
地
域
労
福
協
は
８
月
６
日

（
木
）18
時
30
分
か
ら
川
内
文
化
ホ
ー

ル
第
１
会
議
室
で
、
第
26
回
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
６
月
末
か
ら
７
月
初
旬
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
１
カ
月
延
期
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
、３
密
を
避
け
る
事
、

手
指
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
に
加
え
、検

温
も
行
い
な
が
ら
、
対
策
を
万
全
に

し
て
短
時
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組
の
岡
元
代
議

員
を
議
長
に
選
出
し
、
片
野
田
専
務

理
事
よ
り
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
、
２
０
１
９
年
活
動
報
告
、
会
計

報
告
・
監
査
報
告
、
第
１
号
議
案
か

ら
第
４
号
議
案
ま
で
、
全
議
案
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
経
過
報
告
で
は
実
施
で
き
な

か
っ
た
行
事
や
労
働
相
談
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
新
年
度
の
対

応
に
つ
い
て
も
慎
重
に
取
り
組
む
事

第
28
回
定
期
総
会
を
開
催

奄
美
地
域
労
福
協

年
金
法
改
正
で
講
演
会

県
退
職
者
団
体
連
合

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
８
月
４
日

（
火
）、
九
州
労
働
金
庫
大
島
支
店
の

３
階
会
議
室
で
第
28
回
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
濵
崎
哲
正
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
続
い
て
県
労
福
協
の

片
野
田
専
務
理
事
か
ら
労
福
協
の
活

動
理
念
に
触
れ
た
来
賓
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、第
１
号
議
案
の
２
０
１
９

年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
・

会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
、
次
に

第
２
号
議
案
の
２
０
２
０
年
度
事
業

計
画
（
案
）
と
第
３
号
議
案
の
予
算

（
案
）
が
採
択
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
歴
史
探
訪
講
座
は
総
会

前
の
７
月
に
〝
し
ま
バ
ス
応
援
ツ

ア
ー
〟
と
し
て
大
和
村
で
開
催
済
み

で
す
が
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

県
退
職
者
団
体
連
合
は
８
月
31
日

（
月
）、
田
畑
洋
一
鹿
児
島
国
際
大
学

教
授
を
講
師
に
迎
え
、
ろ
う
き
ん
鹿

児
島
支
店
5
階
大
ホ
ー
ル
で
「
年
金

改
正
法
と
今
後
の
課
題
」
と
演
題
し

た
講
演
会
を
開
き
、
47
人
の
参
加
者

が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

田
畑
教
授
は
、
２
０
２
０
年
５
月

成
立
し
た
年
金
改
正
法
の
主
な
内
容

と
し
て
、
短
時
間
労
働
者
の
厚
生
年

金
保
険
へ
の
適
用
拡
大
、
在
職
老
齢

年
金
制
度
の
見
直
し
、
受
給
開
始
時

期
の
75
歳
ま
で
の
選
択
肢
拡
大
等
の

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡

大
は
、
従
業
員
５
０
１
人
以
上
な
ど

の
要
件
が
22
年
10
月
に
１
０
１
人
以

上
、24
年
10
月
に
51
人
以
上
に
な
り
、

非
正
規
で
働
く
人
に
は
一
歩
前
進

と
な
る
が
、
保
険
料
は
労
使
折
半
の

た
め
企
業
負
担
が
生
じ
る
と
し
た
上

で
、
適
用
拡
大
は
社
会
保
障
格
差
を

是
正
す
る
役
割
が
あ
り
、
企
業
規
模

要
件
撤
廃
な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要

議案の提案を確認する代議員の皆さん

熱心に聴きいる参加者

原爆パネル展の模様

段下会長あいさつ

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
終
了
後
の
懇
親

会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
か
ら
中
止

と
し
ま
し
た
が
、
地
元
飲
食
店
を
応

援
す
る
意
味
も
込
め
て
、
弁
当
と
缶

ビ
ー
ル
な
ど
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

き
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
礎
年
金
の
受
給
給
付
水

準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
拠
出
金
対

象
年
齢
の
20
～
59
歳
を
引
き
上
げ
、

国
庫
負
担
２
分
の
１
を
増
加
し
て
保

険
料
に
見
合
う
税
財
源
追
加
の
必
要

性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
事
業
者

へ
の
経
済
支
援
に
加
え
、
雇
用
維
持

や
就
職
支
援
、
新
た
な
雇
用
機
会
の

創
出
の
課
題
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

熊
毛
地
域
労
福
協
・
大
隅
地
域
労

福
協
・
南
薩
地
域
労
福
協
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
書
面
に
よ

る
開
催
と
し
ま
し
た
。
一
堂
に
会
し

て
の
総
会
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、「
連
帯
・
協
同
で
安
心
・
共
生
の

福
祉
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
全
員
が
共
有
で
き
て
い

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
今
こ
そ
労
福
協
運
動
の
原
点

で
あ
る
「
福
祉
は
ひ
と
つ
」「
つ
な
が

る
・
寄
り
添
う
・
支
え
合
う
」
運
動

を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

書
面
に
よ
る
定
期
総
会
開
催

熊
毛
地
域
労
福
協
・
大
隅
地
域
労
福
協
・

南
薩
地
域
労
福
協

は
沖
永
良
部
島
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
奄
美
の
地

域
性
に
富
ん
だ
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
に
合
わ
せ
「
２
０
２

０
年
７
月
豪
雨
災
害
」
に
対
す
る
カ

ン
パ
の
取
り
組
み
を
行
い
、「
１
３
、

６
８
７
円
」
の
温
か
い
気
持
ち
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
26
回
定
期
総
会
を
開
催

北
薩
地
域
労
福
協

原
爆
パ
ネ
ル
展
開
催

連
合
鹿
児
島

　

連
合
は
２
０
２
０
年
、
戦
後
75
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
平
和
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

ホ
テ
ル
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島
で
９

月
５
日
（
土
）、「
次
世
代
人
材
育
成

研
修
会
」
と
並
行
し
て
、
平
和
の
尊

さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
な
ど
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
へ
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
に
原
爆
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　「
♪
夕
焼
け
小
焼
け
の
～
」

で
始
ま
る
童
謡

5
　
父
・
母
の
姉
妹

7
　
ゴ
ビ
、
サ
ハ
ラ
、
ア
ラ
ビ

ア

８
　
英
語
の
略
称
は
Ｕ
Ｎ

10
　
顔
立
ち
の
素
敵
な
人
が
好

き
！

11
　
あ
の
会
社
は
…
…
が
高
く

て
、
ち
ょ
っ
と
苦
手
で
す

13
　
チ
ョ
ウ
や
ガ
の
幼
虫
で
す

15
　
中
央
ア
メ
リ
カ
で
栄
え
た

と
さ
れ
る
…
…
文
明

16
　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
７
番

目

17
　
魚
の
呼
吸
器

18
　
童
話
劇
「
青
い
鳥
」
の
作

者

23
　
…
…
気
、
…
…
口
、
…
…

酔
い

24
　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
必

需
品

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

…
…
の
は
ず
が
、
で
き
た

の
は
昼
食
後
だ
っ
た

２
　
開
い
て
串
に
刺
し
た
…
…

焼
き

３
　
本
名
を
隠
す
こ
と

４
　
生
ま
れ
育
っ
た
国

5
　
自
分
で
す

6
　
ネ
ズ
ミ
の
絵
で
有
名
な
謎

の
覆
面
芸
術
家

9
　
食
欲
の
秋
は
色
気
よ
り

…
…

12
　
砂
糖
や
牛
乳
を
煮
詰
め
て

作
っ
た
茶
色
の
あ
め
菓
子

14
　
つ
じ
つ
ま
が
合
い
ま
せ
ん

19
　
…
…
ひ
ま
を
か
け
た
職
人

仕
事

20
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
際
に
処

刑
さ
れ
た
国
王
。
…
…
16

世

21
　
地
球
の
表
面
積
の
お
よ
そ

3
割

22
　
…
…
八
丁
手
八
丁

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

木
牟
礼
義
士	

柏
木　
　

剛

　

吉
田
紗
智
子	

栄
川　
　

晶

　

野
元　

一
伸	

四
元　

博
美

　

瀬
ノ
口　

武	

池
田　
　

仁

　

亀
田　

千
春	

松
下　
　

沢

　

西　
　

京
子	

松
山
美
智
代

　

東　
　

幸
也	

塚
本　

涼
子

　

長
谷
川
恭
子	

池
田　

恵
梨

　

山
下　

ノ
リ	

大
保
あ
け
み

　

日
高
か
ち
江	

中
島　

博
信

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
０
年
10
月

７
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
0064
鹿
児
島
市
鴨

池
新
町
五
‐
七　

六
階　

鹿
児
島
県

労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

８
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

92
通
で
、
92
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ヒヤシチユウカ（冷やし中華）」

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協とし
て共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的と
しています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込ん
で居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済をご利用いただけます。

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1

労 働 相 談 専 用

 ユーミー隼人ビル101
連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）
■相談時間：午前10時～午後4時
■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など
■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料
金がかかる場合があります。

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。


